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最近、走査型トンネル顕微鏡（STM）とフェムト秒パル

スレーザーを用いて発生させたモノサイクル THz パルス

を組み合わせた新しい時間分解計測法として THz-STM が

注目されている[1]。図1に示すようにSTM探針にTHzパ

ルスを照射すると、STMのトンネル電圧が瞬間的に変調さ

れることでサブピコ秒の時間スケールでパルス的にトン

ネル電流が流れるため、これを用いた時間分解計測が可

能となる（図１）。本研究で我々は産業用レーザ（Coherent 

Monaco、繰り返し周波数＜1 MHz、最大出力40 W パルス

幅300 fs）を光源にLiNbO3結晶を用いて発生させたTHz

パルス光と超高真空低温STM を組合せたTHz-STM を構築

した。 

図2にTHz励起により得られたグラファイトのTHz-STM

像を示す。DCトンネル電圧をゼロに設定し、照射するTHz

パルスによって誘起されるTHz 電流のみをSTM 探針のフ

ィードバックに用いて STM 探針を走査することで 表面

像を測定した。図から分かるようにグラファイトの原子

像が得られており、THz-STMが通常のSTMと同等の高い空

間分解能を有することが明らかになった。 
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図２: Graphite表面

のTHz-STM像 
図１: THz-STM概略図 


